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＜連絡事項＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 8/3、8/4の17:30より、メモリアルホールにて第２回法人研修「医療倫理学について」を実施。本日中に出欠表への記入をすること。業務等で遅れた場合は出席扱いとならないため、当日は5分前に集合のこと。

· 学術発表会の抄録締め切りは8/15、各施設の法人研修委員会抄録受付担当に提出のこと。

＜外来情報＞　

· 森田　清助様　～足の痛みはだいぶ良くなったとのこと。「走るのはちょっと心配です」と話される。

· 高橋　百壽様　～だるさ、眠気、イライラはなくなってきたとのこと。散歩は続けていると話される。
担当医より、調子が良いときにはデイケアに行くようアドバイスある。処方変更なし。

· 晴山　美智子様～体重93.5kg。青明舎の夏祭りで食べ過ぎてしまったとのこと。自分なりにダイエット
をしていると話されている。処方変更なし。

＜利用者様情報＞

· 種本　サハ様　～今朝本人より電話あり、「昨日、グループホームで富田さんから『薬がなくなった。あなたが勝手に部屋に入って取ったでしょう。隠したでしょう』と言われ、けんかになった。そのことで気分を害して夕べはよく眠れなかった。今日もデイナイトケアに行くような気分でない」との話がある。スタッフより、詳しく話を聞きたいため来所するよう促している。面談実施し、本人の話を伺うこととしている。

· 秋山　和子様　～お盆の受診日を確認するため外来まで行くことが見られている。通所スタッフにも、受診日や翌月の予定表、利用規約に関する書類等について頻回に確認している。

· 高橋　百壽様　～ご家族に通所の電話番号が変更になったことを伝えている。利用規約に関する書類説明を受けるために8/1来所予定。

· 北嶋　剛　様　～7/28母様来所され、利用規約に関する書類説明を行っている。本人様の状態について、整形外科を変更したこと、膝の状態がまだ思わしくないためしばらく休むことを話されている。

· 関　秀治　様　～来年2月の青山荘退所に向けた、デイケアでのアプローチとして「①プログラムの中で、特に自主活動等を利用し個別に課題を設定していく」「②プログラム以外で個別的な役割を担っていただく」の２点について、本人と担当スタッフ間で検討している。①については、「一般常識、世の中の最新情報などを勉強して身に付けていきたい」との希望がある。自主活動の時間を利用して課題を行っていくことを確認している。②については特に明確な発言が聞かれておらず、保留としている。

＜事例検討＞

神山　和典様　（54）　統合失調症　ナイトケア利用中（月・水・金の週３日利用）

＃1　金銭管理に関する不安について

保険形態を社保→国保に切り替えている。世帯主は兄様、医療費自己負担の上限額は月1万円となっている。

生活費は兄様より決まった額を支給されている。浪費はみられず、手持ちの金額でやりくりすることができているが、医療費の自己負担額が多いことを気にされており、「今の状態では外来とナイトケア代が払えない。ナイトケアを休みたい」といった発言が聞かれている。

＃2　ナイトケア利用目的について

本人は「話をする場が必要」と話し、幸房とナイトケアの使い分けは出来ている様子。悩みや相談事があるときには、スタッフに話すことができている。

◎今後のナイトケアでのかかわりについて

· 「居場所の提供」「家族との連絡の橋渡し」「相談に乗る」を基本にしてかかわりを持っていく。

· 生活リズムが乱れないよう健康状態や金銭管理を把握し、外来との情報共有を密にする。

＜業務改善＞

○環境整備

· 8/14～18の間に、通所内の窓拭きを実施予定。掃除場所と予定日の一覧表を作成している。

· プログラムでの備品の使用状況を確認する。在庫確認も行っていく。

○通所利用の流れ

· 現利用者様のご家族に利用規約と契約に関する書類の説明を行っている。日中不在の方へはナイトケアの時間を利用して連絡を取っていく。

